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　足助病院（以下、当院）は、高齢化率が40％を超える地
域にある190床のケアミックス病院で、へき地医療拠点
病院にも指定されています。特に当地域のような中山間
地域にある病院の経営状況は、さらに厳しい状況となっ
ています。経営的な困難さに加え、地理的制約から、医
師だけに限らず、看護師、薬剤師、管理栄養士、介護福
祉士、看護助手等、あらゆる職種の確保が困難になって
います。当院は、地域における医療・介護の最後の砦と
して運営していますが、この地域の医療崩壊を防ぐため
に、私たちは当院の存在、魅力を広く知っていただきリ
クルートに結び付ける必要があります。
　現在、多くの病院が赤字経営に陥っており、この状況
は深刻化しています。日本病院会によれば、2023年度
には約50％の病院で経常利益が赤字であったのに対し、
2024年度にはさらに悪化して、約60％の病院が赤字に
なっています。物価・人件費や医療機器、光熱費などの
物価の高騰に対して診療報酬が対応しきれていない状況
が結果として現れています。

地域を支える広報戦略
　当院は前病院長（現：早川富博名誉院長）から、健康を
中心に地域住民の生活を支えるコミュニティーホスピタ
ルとしての役割を果たしてきました。例えば、高齢者の
お出かけ促進や移動手段の確保、地域住民や行政、各種

団体等と連携し、地域を守るための研究会を設立する等
の取り組みです。
　2018年度に現小林病院長が就任して以来、当院は「ブ
ランディングプロジェクト」と称する広報活動を実施し、
院内外にさまざまな発信をしています。例えば、ホーム
ページをご覧いただくと中央に目玉コンテンツであるコ
ラム“結の扉” があります（図表１）。
　この“結の扉”は、小林病院長が就任してから、病院長
自身はもちろんのこと、早川名誉院長、若手研修医、職
員などによって毎診療日更新されており、現在1,700編を
超える超大作となっています。もちろん私も執筆してい
ます。地域住民とのコミュニケーションツールになって
おり、病院に通っている患者さんの話題になっています。
　他にも近年、近隣の寺院と連携した人生会議（ACP：
Advance Care Planning）や美術館長を招いた講演会、
地域住民主催の料理教室、ロコモ予防体操教室、近隣こ
ども園児を招いたお歌コンサートの開催、地域教育機関
と協同したドローンによる防災訓練等、単なる医療機関
の枠を超えた地域のコミュニティーホスピタルとしての
役割を提供し続けています（写真１）。

ビッグイベントとの出会い
　私がそのような魅力ある当院に企画課長として赴任し
たのは2024年10月でした。企画課はブランディングプ
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事例２　ブランディング戦略の重要性

ロジェクトの最前線部署です。転勤前は経理畑に従事し
ており、広報経験が全くありませんでしたので、このよ
うに広報に力を入れている病院の広報担当者としての役
割を担えるか不安でした。そんな時にビックニュースが
飛び込んできました。それが早川名誉院長の日本医師会
赤ひげ大賞受賞でした。そして私はその広報活動を担当
することとなりました。
　日本医師会赤ひげ大賞は、日本医師会と産経新聞社の
主催により、地域の医療現場で長年にわたり、健康を中
心に地域住民の生活を支えている医師にスポットを当て
て顕彰することを目的として2012年に創設された賞で、
日本で毎年わずか５名しか選ばれない非常に名誉ある賞
です（写真２）。全国的にも名高い日本医師会赤ひげ大賞
は、足助病院ブランディングプロジェクトを加速させる
最大のイベントです。受賞の内示があった2024年11月、
即座に小林病院長からプロジェクトを組んで広報活動を
進めるよう指示がありました。

計画的・継続的なＰＲ展開
　プロジェクトの事務局はもちろん企画課になります。
広報が未経験な私は、小林病院長や職場の上司から指導
をいただきながら、早川名誉院長の大賞受賞を祝うとと

もに、当院がこれまで取り組んできた活動を「計画的」か
つ「継続的」にPRするように努めました。
　「計画的」な広報として、まずは日本赤ひげ大賞のホー
ムページ上での公表が2025年１月８日であったことか
ら、そこに照準を合わせました。受賞の内示直後から早
川名誉院長や病院の取り組みを改めて整理し、広報物の
制作に取り掛かりました。その結果、受賞発表日の2025
年１月８日には病院Webサイトに特設コーナーを新設す
るとともに、院内にポスターを掲示しました。その後、
３月～５月にかけさまざまな祝賀会が催されましたが、
その際には２月に東京・明治記念館で行われた赤ひげ大
賞授賞式において、自分達で撮影した動画や写真をもと
に作成した自作動画やポスターを披露しました（写真３：
34頁）。このように各種祝賀会等のスケジュールに合わ
せて、スムーズに広報活動を展開してきました。
　また、「継続的」な広報として、例えばポスターは、当
院が地域において果たしてきたさまざまな役割を踏ま

図表１ 　コラム以外にも多彩な内容を掲載 写真１ 　お歌コンサートの様子

写真２ 　早川富博名誉院長
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え、１つのデザインから、写真の異なる４つのバージョ
ン（「 総 合ver.」、「 終 の 住 処ver.」、「 教 育ver.」、「 防 災
ver.」）のポスターを作成しました。
　また、２月に行われた表彰式の様子を動画にまとめ、
早川名誉院長の声を直接届けることができる広報物を作
成しました。この他にも気軽に手渡すことができるリー
フレットやポケットカレンダーなどを制作し、各祝賀会
で配布しました（写真４）。

一連の広報活動を可能にした内製化
　「赤ひげプロジェクト」と銘打った広報活動の原動力に
なったのは広報コンテンツの内製化です。これは経営が
厳しい中山間地域の病院において、コスト削減と地域に
密着した情報発信の強化という両方の意味から必須でし
た。コスト削減という観点から考えると、前述の通りポ
スターは外注せずに自前で作成しました。
　また、１つのデザインから写真の異なる４つのバー
ジョンのポスターとすることで制作時間を省力化しまし
た。外注すると、業者と病院職員で打ち合わせをするこ
とによって、コストも時間もかかってしまいます。もち
ろんそれを否定するわけではありませんが、病院の取り
組みを深く理解する職員自身がデザインスキルを身につ
け、自分達が広報コンテンツを内製化したことにより、
短時間で計画的に広報展開することができました。これ
により、広報経験が浅い私でも、今まで足助病院ブラン

ディングプロジェクトを牽引してきた小林病院長や職場
の上司からノウハウを教わり、広報コンテンツを作成す
ることができました。
　また、地域に密着した情報発信の強化という観点から
言えば、2025年９月に地域住民の方々と行った受賞記
念講演会に向け、私が作成した開催ポスターを各自治区
が集まる集会にて配付し、地域の方々の回覧板に入れて
いただいたり、来院される患者さんに配布したりして草
の根活動を展開しました。このように、内製化を進める
ことにより、自分もいち広報担当者として成長していっ
たのです。

写真３ 　祝賀会では自作動画やポスター等が披露された

写真４ 　広報グッズに加え過去の取り組みもPR
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事例２　ブランディング戦略の重要性

深まる地域との信頼関係
　これらの広報活動を展開することにより、日本医師会
赤ひげ大賞の受賞を、情報の鮮度を高く保ちつつ、継続
的にPRすることができました。
　その結果として、2025年９月に地元の交流館で開催
した日本赤ひげ大賞受賞記念講演会では、天候に恵まれ
なかったにもかかわらず、地域の皆さんや関係者を中心
に134名の方々にお集まりいただき、地域が一体となっ
て早川名誉院長の大賞受賞をお祝いしました（写真５）。
　当日行ったアンケートからは「地域のために努力いた
だきありがとうございます」、「足助病院がつどいの場に
なっています」といった声が聞かれ、当院が地域の皆さ
んにとってかけがえのない存在であることをあらためて
確認することができました。
　2026年３月には当院に受診したことのある地域の皆
さんや関係者にお越しいただき、初のファンミーティン
グを開催しました。健診やリハビリ入院プログラム、病
院食を経験していただいたり、ロケ地として使用された
映画「光る校庭」の上映会を開催したりし、当院の魅力を
より多くの人に知っていただきました。

ブランディング戦略の重要性
　現在、病院を取り巻く環境は悪化の一途にあり、債
務超過により破綻する医療機関も少なくありません。
当院のような中規模病院において、多くの方に病院の

取り組み、現状を知っていただくことは、当院がこの地
域に存続するために必須であると考えます。今後も、こ
の中山間地域に住む幾多の“人々の心を波立てること”が
できるよう、医療・福祉・介護のシームレスな“思う医療”
を届ける使命を遂行していきます。そしてそのような魅
力を発信し続けることにより、地域に必要とされる病院
になると同時に、こんな病院に就職したいと思ってもら
えるような病院となるよう、広報活動に尽力してまいり
ます。M

病院概要
病院名：JA愛知厚生連　足助病院
所在地：愛知県豊田市岩神町仲田20
電　話：0565-62-1211
病床数：148床（介護医療院42床）

写真５ 　記念講演会には134名が参加し受賞を祝った
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